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青少年問題の悩みなどお気軽に
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四
月
二
十
六
日
の
市
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
、
次
の
三
十
二
人

が
新
議
員
に
選
出
。
党
派
別
で
は
、
民
社
党
（
推
薦
一
人
含
む
）

と
共
産
党
各
七
人
、
公
明
党
と
無
所
属
各
五
人
、
自
由
民
主
党
と

社
会
党
各
四
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
選
挙
は
四
月
十
九
日

の
告
示
と
共
に
、
定
数
三
十
二
人
に
対
し
三
十
五
人
が
立
候
補
。

少
数
激
戦
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
生
活
に
深
く
か
か
わ
る
選
挙
で

し
た
が
。
投
票
率
は
前
回
（
五
十
八
年
、
六
九
・
一
八
％
）
よ
り

低
い
六
万
八
〇
％
で
し
た
。

宇治市議会議員

当選者

　定　数　　32人

得票数順・敬称略

票の少数点以下は案分による）

久
保
田
　
勇
（
3
8
歳
）

　
無
所
臍
（
現
）
、
会
社
員
、
宇
治

　
大
谷
６
の
Ｈ

　
　
　
　
　
三
、
六
四
六
票

山
　
本
　
　
正
（
3
9
歳
）

　
民
社
党
（
新
）
、
会
社
員
、
伊
勢

　
田
町
砂
田
6
7
の
ｍ
一

　
　
　
　
　
　
二
、
七
八
〇
票

野
　
口
　
Ｉ
　
美
（
4
9
歳
）

　
民
社
党
（
現
）
、
会
社
員
、
小
倉

　
町
久
保
2
1

　
　
　
　
　
二
、
六
八
三
票

浅
井
　
厚
　
徳
（
4
0
歳
）

　
日
本
社
会
党
（
現
）
、
宇
治
市
議
、

　
小
倉
町
南
浦
7
1
の
1
0
5

　
　
　
　
　
二
、
五
九
二
票

池
内
　
光
　
宏
（
4
4
歳
）

　
日
本
社
会
党
（
新
）
、
労
金
職
員
、

　
菟
道
中
筋
５

　
　
　
　
　
二
、
五
〇
五
票

川
　
原
　
一
　
行
（
4
6
歳
）

　
日
本
共
産
党
（
現
）
、
政
党
役
員
、

　
開
町
3
7
の
１

　
　
　
　
　
　
二
、
五
〇
四
票

浅
　
見
　
健
　
二
（
4
7
歳
）

　
日
本
社
会
党
（
現
）
、
宇
治
市
議
、

　
大
久
保
町
山
ノ
内
3
6
の
１

　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
八
九
票

加
　
藤
吉
　
辰
（
4
6
歳
）

　
民
社
党
（
現
）
、
会
社
員
、
広
野

　
町
寺
山
9
9
の
1
9

　
　
　
　
　
　
二
、
三
一
三
票

市議会議員選挙の投票結果

112,214人

54,667人

57,547人

69,350人

32.975人

36.375人

61.80％

60.32％

63.21％

[〉有権者数

男
女

[〉投票者数

佐
藤
　
京
　
子
（
5
3
歳
）

　
日
本
共
産
党
（
現
）
、
政
党
役
員
、

　
木
幡
南
山
8
1
の
５

　
　
　
　
　
　
二
、
二
七
九
票

庄
　
司
　
　
洋
（
4
3
歳
）

　
公
明
党
（
現
）
、
政
党
役
員
、
小

　
倉
町
西
浦
８
の
2
4

　
　
　
　
　
二
、
二
三
二
票

小
山
勝
利
（
4
9
歳
）

　
自
由
民
主
党
（
新
）
、
自
営
業
、

　
宇
治
塔
川
2
0

　
　
　
　
　
二
、
二
〇
〇
票

男
女

レ投票率

男
女

宮
城
日
出
年
（
5
3
歳
）

　
日
本
共
産
党
（
元
）
、
政
党
役
員
、

　
小
倉
町
南
浦
8
1
の
1
8

　
　
　
　
　
二
、
一
二
〇
票

前
窪
義
由
紀
（
4
0
歳
）

　
日
本
共
産
党
（
現
）
、
宇
治
市
議
、

　
明
星
町
３
丁
目
4
3
の
４

　
　
　
　
　
二
、
〇
八
六
票

堤
　
　
武
　
彦
（
5
2
歳
）

　
公
明
党
（
現
）
、
宇
治
市
議
、
広

　
野
町
丸
山
6
9
の
７

　
　
　
　
　
二
、
〇
一
八
五
票

川
　
口
　
信
博
（
4
8
歳
）

　
公
明
党
（
現
）
、
宇
治
市
議
、
木

　
幡
平
尾
３
の
９

　
　
　
一
、
九
九
七
・
九
五
九
票

吉
　
田
　
　
明
（
4
8
歳
）

　
公
明
党
（
現
）
、
宇
治
市
議
、
棋

　
島
町
南
落
合
３
の
7
3

　
　
　
一
、
九
六
三
・
七
八
六
票

加
　
地
　
　
勇
（
6
6
歳
）

　
自
由
民
主
党
（
現
）
、
宇
治
市
議
、

　
伊
勢
田
町
若
林
８
の
2
6

　
　
　
　
　
　
一
、
九
五
〇
票

平
　
岡
　
久

　
無
所
属
（
現
）
、

　
幡
花
揃
２

　
夫
（
5
1
歳
）

会
社
役
員
、
木

一
、
九
〇
〇
票

川
　
口
　
祐
　
一
　
（
5
4
歳
）

　
日
本
共
産
党
（
現
）
、
会
社
員
、

　
大
久
保
町
山
ノ
内
１
１
一

　
　
　
一
、
八
八
五
・
〇
四
〇
票

竹
　
林
　
唄

　
民
社
党
（
現
）
．

　
野
神
１
の
6
3

野
　
上
　
清

　
民
社
党
（
現
）
、

　
米
坂
3
0
の
８

丹
羽
広
一

　
公
明
党
（
現
）
、

　
宮
北
2
0
の
２

　
峻
（
5
0
歳
）

会
社
員
、
宇
治

一
．
八
四
四
票

　
一
　
（
4
8
歳
）

会
社
員
、
宇
治

一
．
七
九
一
票

　
郎
（
4
2
歳
）

自
営
業
、
神
明

一
、
七
八
四
票

水
　
谷
　
　
修
（
3
0
歳
）

　
日
本
共
産
党
（
現
）
、
政
党
役
員
、

　
宇
治
大
谷
3
3
の
９

　
　
　
　
　
　
一
、
七
七
四
票

足
　
立
　
恭
　
子
（
5
2
歳
）

　
日
本
共
産
党
（
現
）
、
宇
治
市
議
、

　
折
居
台
４
丁
目
１
の
6
9

　
　
　
　
　
　
一
、
七
七
〇
票

秋
　
月
　
賢
　
治
（
6
2
歳
）
ｙ

　
自
由
民
主
党
（
現
）
、
宇
治
市
議
、

　
菟
道
田
中
4
7
の
５

　
　
　
　
　
　
一
、
七
五
二
票

西
　
川
　
善
通
（
5
2
歳
）

　
自
由
民
主
党
（
現
）
、
計
量
士
、

　
五
ヶ
庄
三
番
割
９

　
　
　
　
　
　
一
、
七
二
二
票

正
　
木
　
久
　
雄
（
4
7
歳
）

　
無
所
属
民
社
党
推
薦
（
新
）
、
自

　
営
業
、
五
ヶ
庄
西
浦
2
2
の
1
2

　
　
　
　
　
　
I
、
六
六
五
票

地
　
上
　
一

　
迄
典
現
）
ヽ

町
尖
山
２
の
1
7
8

　
男
（
5
1
歳
）

会
社
員
、
広
野

一
、
六
〇
九
票

野
　
田
　
　
勇
（
5
5
歳
）

　
日
本
社
会
党
（
現
）
、
政
党
役
員
、

　
神
明
宮
東
7
3
の
７

　
　
　
　
　
　
一
、
四
九
五
票

福
井
光
　
雄
（
6
0
歳
）

　
無
所
属
（
現
）
、
会
社
役
員
、
小

　
倉
町
西
浦
7
2
の
６

　
　
　
　
　
　
一
、
四
六
六
票

江
　
口
　
辰

　
無
所
属
（
現
）
、

　
一
ノ
坪
6
9

　
造
（
5
8
歳
）

農
業
、
板
島
町

一
、
四
三
四
票

菅
野
多
美
子
（
4
9
歳
）

　
無
所
属
（
現
）
、
宇
治
市
議
、
五

　
ヶ
庄
三
番
割
3
4

　
　
　
　
　
　
一
、
四
一
三
票

次
点
金
ヶ
崎
三
千
彦

　
自
由
民
主
党
（
新
）
、
一
、
三

　
三
一
票　

辻
　
田
　
光
　
男

自
由
民
主
党
（
現
）
、
九
三
一

票　
吉
　
田
　
泰
　
夫

Ｍ
Ｐ
Ｄ
・
平
和
と
民
主
運
動

（
新
）
、
八
八
〇
こ
一
一
三
票

725

3
2
人
の
新
市
議
決
ま
る

　
　
　
市
民
の
期
待
と
信

頼
を
担
っ
て
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年
に
一
度
は
健
康
診
査
を

　
一
般
健
康
診
査
は
、
今
年
か
ら
申
し
込
み
は
要
り
ま
せ
ん
。

直
接
、
宇
治
市
・
城
陽
市
・
久
御
山
町
内
の
「
一
般
健
康
診
査

協
力
医
療
機
関
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
げ
て
い
る
医
療
機
関
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
期
間
は
６
月
１
日
か
ら
８
月
3
1
日
ま
で
。

費
用
は
無
料
。
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
た
め
に
、
進
ん
で
一

般
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
よ
う
。

　
健
康
に
対
す
る
関
心
は
、
年
々

高
ま
り
、
食
事
へ
の
配
慮
や
積
極

的
に
運
動
を
取
り
入
れ
た
牛
活
を

送
る
な
ど
、
健
康
本
同
は
非
常
に

強
く
な
っ
て
い
乖
ｙ
。

　
成
人
の
八
割
近
ぐ
が
自
分
忿
健

康
だ
と
感
じ
な
が
ら
も
、
そ
の
内

の
七
〇
八
‐
‐
セ
ン
ト
は
何
ら
か
の

不
安
聚
持
っ
て
い
る
と
い
ラ
結
果

が
、
国
民
健
康
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ホ
ヂ
。

　
成
人
病
か
予
防
し
、
健
康
な
生

　40歳以上の

人に交付します

'は、成人病を発見し市民の皆さんの健

ごるために、一般健康診査、子宮・乳が

;を、６月から８月にかけて実施します。

!康診査は、今年から申し込みは要りま

子宮・乳ガン検診の申し込み受け付け

月11日(月)から始まります。１人でも

この機会に検診を受けましょう。

健康管理のページ

問合わせ保健予防課(電話(22)3i4i)

活
m
<
Ｑ
た
め
に
は
、
出
来
る
だ

け
早
く
病
気
を
発
見
し
、
正
し
ぐ

管
理
す
る
検
診
が
必
要
で
す
。

　
成
人
病
と
い
ｐ
れ
る
高
血
圧
や

動
脈
硬
化
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
な

ど
は
、
’
中
年
か
ら
の
発
生
が
急
に

　健康手帳は、自分の健康管理と健康

増進に役立つようAO歳以上の人にお渡

ししています。

　健康診査や受診の記録が出来、健康

に関する豆知識も記載。検診や健康教

育、相談を受ける時には、ご持参くだ

さい。

　お持ちでない人は、保健予防課まで

お越しください。また、胃・乳・肺ガ

ン検診会場でも交付しています。

今回実施する各種検診

増
加
し
て
い
ま
ず
。

　
定
期
検
診
を
受
け
て
、
自
分
の

健
康
状
態
を
知
り
、
病
気
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
ま
し
よ

　
一
般
健
康
診
査
は
、
こ
と
に
か

ら
申
し
込
み
は
要
ａ
ま
せ
ん
。
対

象
は
、
市
内
に
在
住
す
る
四
十
歳

以
上
の
大
で
す
。
費
用
は
無
料
で

す
か
ら
、
実
施
期
間
中
（
６
月
１

日
Ａ
月
3
1
日
）
に
、
直
接
協
力

医
療
機
関
（
ス
テ
ズ

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
診
の
際
に
は
印
鑑
が

必
要
で
す
。

　
昨
年
度
の

　
　
　
診
査
結
果
か
ら

　
昨
年
度
の
一
般
健
康
診
査
の
受

診
者
は
二
千
十
五
人
、
そ
の
内
治

療
を
要
す
る
人
が
三
百
十
人
（
一

五
・
四
％
）
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
要
観
察
・
要
指
導
・
要

医
療
と
判
定
吝
れ
た
主
な
病
気
の

内
訳
は
、
高
血
圧
・
貧
血
・
糖
尿

病
・
肝
臓
病
な
ぶ
じ
す
。

　
高
血
圧
が
原
因
と
な
っ
て
起
き

る
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
は
、
本
市

で
昭
和
六
十
年
で
も
全
死
亡
者
七

百
左
人
の
内
、
百
土
ハ
人
三

五
・
一
％
を
占
め
て
い
未
了
。

　
老
人
医
療
費
（
通
院
）
の
中
で

も
、
一
番
多
い
の
は
高
血
圧
性
疾

患
で
、
約
六
人
に
一
人
の
割
合
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
の
在
ｆ
ｆ
寝

た
き
り
老
人
の
内
で
も
、
脳
卒
中

に
よ
る
も
の
が
一
番
多
く
な
っ
て

い
ホ
ヂ
。

　
ボ
ヶ
の
原
因
の
六
割
が
脳
血
管

疾
思
と
い
わ
れ
て
い
る
現
在
、
高

血
圧
予
防
こ
そ
最
大
の
課
題
と
い

え
未
了
。

　
そ
の
外
、
飽
食
時
代
か
反
映
し

て
糖
尿
病
（
疑
い
む
含
む
）
も
多

く
、
そ
の
一
方
で
は
貧
血
が
一
三
・

一
万
も
あ
り
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が

牟
亡
て
い
ま
Ｊ
。
（
※
・
要
観
察
・
・
・

生
珠
上
の
健
康
管
理
に
注
意
が
必

要
・
要
指
導
・
・
・
放
っ
て
置
く
と
発

病
。
医
師
の
指
導
を
営
け
る
・
要

医
療
・
・
・
治
療
、
ま
た
は
詳
し
い
検

査
が
必
要
。
）

高血圧　貧血　糖尿病　肝臓病

ガン予防の食生活

毎日これだけは実行したい

ン検診 乳ガン検診 一般健康診査

30歳以上 40歳以上

・細胞診

問診・触診・視診

問診・身体計測・聴

打診・血圧測定・尿

検査・血液検査

　(必要な人のみ、心

電図検査･眼底検査)

宮ガン検

機関

を除く）

保健医療センター

宇治市・城陽市・久

御山町内の一般健康

診査協力医療機関

申し込み制 直接医療機関へ

８月31日 ６月８日～７月14日 ６月１日～８月31日

)円 300円 無　　料

　
が
ん
予
防
で
Ｉ
・
番
大
切
な
こ
と
は
「
食
事
へ

の
気
配
り
」
で
す
。

　
次
に
あ
げ
る
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
を
、

ぜ
ひ
実
行
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
毎
日
、
朝
食
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
。

・
に
ん
じ
ん
や
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
、
緑
色
か
黄

　
色
の
濃
い
野
菜
を
食
べ
る
。

・
果
物
を
食
べ
る
。

・
・
玉
ね
ぎ
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
淡
色
野
菜
を
食
べ

・
肉
や
魚
、
卵
を
食
べ
る
。

・
牛
乳
を
飲
む
。

・
納
豆
や
豆
腐
な
ど
大
豆
製
品
を
、
一
週
間
に

　
三
回
以
上
食
べ
る
。

・
油
を
使
っ
た
料
理
を
、
一
日
に
一
回
は
食
べ

　
る
。

・
こ
ん
ぶ
・
わ
か
め
・
の
り
な
ど
海
草
を
、
一

　
週
間
に
三
回
以
上
食
べ
る
。

・
い
も
類
を
、
一
週
間
に
三
回
以
上
食
べ
る
。

申
し
込
み
あ
ん
な

い
▼
申
込
期
間
・
・
：
５
月
1
1
日
卯
か
ら
受
け
付
け
、
定

　
貝
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
・
：
郵
送
（
は
が
き
、
ま
た
は
封

　
書
）
か
来
庁
で
。
郵
送
（
封
書
で
申
し
込
む
場

　
合
は
、
は
が
き
大
の
用
紙
1
0
×
1
5
？
に
記
入

　
し
て
く
だ
さ
い
）
の
場
合
は
、
左
の
書
式
に
従

　
っ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
記
入
不
十
分
な
場
合

　
や
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
げ
ま
せ
ん
。

　
来
庁
の
場
合
は
、
保
健
予
防
課
窓
口
で
申
込
書
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6
月
1
日
か
ら

直
接
医
療
機
関
へ

一般健康診査

対象は40歳以上

費用は無料

健康管理のペ

ージ
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　.1/て

康を守

ン検診

一般俣

せん。

は、５

多く、

０

極

類
子宮:h':

対

象
3o歳以上

診

査

内

容

問診・視診

内診

と
－ヽ-
ろ

京都府下子

診協力医療

　　(国公立

方

法
申し込み制

期

間
６月１日～

費

用
1,00（

三
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
定
期
検
診

　
女
性
特
有
の
ガ
ン
は
、
子
宮
ガ
ン
と
乳
ガ
ン
。
こ
の
二

つ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ガ
ン
の
内
で
最
も
早
期
発
見
し
や
す

く
、
ほ
ぼ
完
全
に
治
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
女

性
の
ガ
ン
は
、
更
年
期
を
境
に
急
に
増
え
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
意
外
と
若
い
人
に
も
多
い
の
で
、
三

十
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
年
に
一
度
は
ガ
ン
の
定
期
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　
子
宮
ガ
ン
は
、
集
団
検
診
で
の

発
見
率
が
高
く
、
早
期
に
発
見
す

れ
腿
四
い
率
で
治
り
ま
す
。

　
検
査
は
、
病
院
・
医
院
・
診
療

所
の
産
婦
人
科
で
、
綿
棒
で
細
胞

夕
採
り
、
顕
微
鏡
で
調
べ
ま
す
。

　
ガ
ン
以
外
の
病
気
も
多
く
発
見

出
来
、
早
期
に
治
療
が
出
来
ま
す
。

　
昨
年
度
の
受
診
結
果
で
は
、
受

診
者
四
千
二
百
八
十
四
人
の
内
、

子
宮
ガ
ン
ー
人
、
ガ
ン
の
疑
い
を

含
む
精
検
者
十
三
人
、
そ
の
外
、

子
宮
筋
腫
六
十
九
人
、
卵
巣
の
う

腫
八
人
な
ど
の
病
気
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ガ
ン
は
、
初
期
に
は
症
状
が
無

く
、
気
が
付
か
な
い
間
に
発
生
し

▲昨年の乳ガン検診（7月21日、保健医療センター）

　
従
来
、
日
本
人
女
性
は
、
欧
米

の
女
性
に
比
べ
乳
ガ
ン
に
か
か
る

人
が
少
な
く
、
死
亡
率
も
低
い
と

い
わ
れ
て
采
ま
し
た
。

　
戦
後
、
生
活
様
式
の
欧
米
化
（
高

脂
肪
・
高
た
ん
ぱ
ぐ
）
が
進
ん
で
、

乳
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
は
急
激
に
増

加
し
ま
し
た
。
十
五
年
後
に
は
、

女
性
の
ガ
ン
死
亡
の
第
一
位
M
l

め
る
と
t
＾
ｖ
^
ａ
れ
て
い
ま
す
。

　
乳
ガ
ン
か
ら
身
か
寺
る
最
も
大

切
な
事
は
、
早
期
発
見
・
早
期
池

療
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
集
団
検
診

を
受
け
る
事
が
唄
要
で
す
。

　
ま
た
、
検
診
で
は
ガ
ン
以
外
の

多
く
の
病
気
も
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
（
別
表
）
。

　
〈
乳
ガ
ン
に
な
り
や
す
い
人
〉

　
該
当
す
る
人
は
、
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　
Ｏ
掟
寫
人
Ｏ
子
供
の
少
な
い

人
○
高
年
初
産
婦
Ｏ
授
乳
を
十
分

5
月
1
1
日
か
ら
受
け
付
け

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ホ
ｙ
。

　
ま
た
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど

発
生
率
が
高
く
、
四
十
～
五
十
代

は
三
十
代
の
約
二
倍
、
六
十
代
は

子宮ガン検診医療機関と検診日

約
五
倍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
に
一
度
は
必
ず
検
診
夕
受
け
、

継
続
し
て
行
く
ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ

　実施場所は、京都府下(京fl5市を

含む)の子宮ガン検診実施医療機関

で。実施期間は、6月１日～８月31

日までです。

●受診対象者…3o歳以上で市内在住

　の婦人。

●受診方法‥･市から郵送する受診票

　の注意事項をお読みの上、受診票

　を持って直接各医療機関で受診し

　てください。

●検診料･‥1,000円(医療機関へ)。

●定員…5,000人(先着順)。

し
な
か
っ
た
人
○
家
族
な
ど
が
乳

ガ
ン
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
人

○
肉
食
、
脂
肪
摂
取
の
多
い
人
。

　
〈
し
こ
ぴ
が
あ
っ
て
も
乳
ガ
ン
と

は
限
り
ま
せ
ん
〉

30歳代　Ao歳代　50歳代　60歳代　7o歳代

申
込
は
が
き
（
用
紙
）
の

　
　
　
　
　
書
き
方

表（あて先）裏（子宮ガン検診用）裏（乳ガン検診用）

　
は
が
き
（
ま
た
は
、
用
紙
1
0
χ
1
5
？
）

一
枚
に
つ
き
、
一
検
診
・
一
人
だ
け
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

郵便はがき
　　　固田圃ロロ

宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

宇
治
市
役
所

　
保
健
予
防
課
行

□
子宮ガン検診申込書

氏名(ふ･ゆな)

乳ガン検診申込書

氏名に･ゆな）

年齢生年月日

住　所

電話番号

※右記の検診料免除iv頂に

　該当する人はそのiff り‘を

　,'}いてください。

年齢

日
日
日

月

;i

月

生年月日

住　所

電話番号

第１希望

第2希望

第3希望

※右記の検診料免除事項に

　該当する人はそのiff''/を
　占いてください。
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乳
ガ
ン
検
診

子宮ガン検診

助
成
の

女
性
の

ガ
ン健康管理のペー

ジ

乳ガン検診会場と検診日時乳ガン検診会場と検診日時

保
健
医
療
セ
ン
タ
ｌ

６月８日㈲

６月９日(火)

６月10日(水)

６月11日(ね

６月12日附

6;ji5日向

６月16日{■a

6 月170{'K)

６月18日附

６月19日(洵

６月22日ill)

６月23日(火)

6 月24日(徊

6 月25日(村

6;)26日(泗

７月６日㈲

７月７日(火

７月８日MO

７月９日附

７月10日(斜

７月13日㈲

７月14日(火)

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
Ｓ
３
時

・受診対象者…30歳以上で市内在

　住の婦人。

・受診方法…市から郵送する検診

　票に必要事項を記入の上、指定

　の日時に受診してください。

・検診内容…問診と医師による診

　察。

・検診料…300円（当日会場で）。

・定員･･･2,700人（先着順）。

　なお、検診日は希望日毎に先着

　順となります。検診日の定数が

　超えた場合は、保健予防課で指

　定します。いつでもよい人、曜

　日の希望のある人は、その旨記

　入してください。生理日前はな

　るべく避けてください。

乳ガン検診の受診結果

　
乳
ガ
ン
以
外
で
し
こ
り
の
出
来

る
病
気
の
多
く
は
、
線
維
腺
腫
と

乳
腺
症
で
す
。

　
線
維
腺
腫
は
、
球
形
の
よ
く
動

く
腫
瘤
（
り
ゅ
う
）
で
境
界
は
明
確
。

痛
み
は
無
く
、
二
十
～
三
十
歳
代

に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
乳
腺
症
は
、
円
盤
状
の
し
こ
り

で
、
乳
腺
全
体
が
し
こ
り
と
し
て

ふ
れ
、
月
経
の
前
に
増
大
ト
鬘
す
。

軽
い
痛
み
を
伴
い
、
三
十
～
五

十
歳
代
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
の

が
特
微
で
す
。

乳ガン検診の受診結果

60年度 61年度

受診者数
精検　行散

ガン(疑いたむ)
孔　腺　症
線維腺腫

の　う　胞)1;
そのほかの乳房疾患

2,428人
　126人

　　2人
　　70 人
　　12人
　　　IK

　　　3人

　2,553人
　　no人

　　　１人
　　　50

人

　　　13A
　　　１人

’　OK

　
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
を
受
け
付
け

　
た
人
に
は
、
受
診
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
検
診

　
の
際
に
は
受
診
票
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

　
た
次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、
検
診
料
が
免

　
除
さ
れ
ま
す
。

　
　
※
検
診
料
免
除
事
項

　
①
7
0
歳
以
上
の
人
②
6
5
歳
～
6
9
歳
の
人
で
、
医

療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
③
生
活
保
護
受
給
の

人
④
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
保
健
予
防
課
（
酋
⑩
3
1
4
1
）

　
へ
。
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広野公民館まつりの日程表(発表の部)

広野公民館まつり

開館一周

年記念 楽
し
い
企
画
が
い
っ
ぱ
い

　
広
野
公
民
館
が
開
館
（
処
百

月
）
し
て
、
早
く
も
一
年
。
一
周

年
の
記
念
に
、
広
野
公
民
館
ま
つ

り
を
開
き
柔
す
。
地
域
の
人
た
ち

が
集
う
、
楽
し
い
催
し
に
な
る
こ

と
奎
騏
っ
て
い
未
了
。
ぜ
ひ
ご
来

場
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
発
表
な
ど
の
部
・
：
左
表
の
と

お
り
▼
展
示
の
部
・
：
１
月
1
6
R
出

・
1
7
日
面
・
1
8
日
間
の
３
日
間
。

絵
画
・
俳
句
・
書
道
・
園
芸
・
華

道
・
ぶ
鏡
・
手
織
り
・
学
習
心
一

▼
模
擬
店
…
お
で
ん
、
今
芦
ん
、

ジ
ュ
ー
ス
、
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
な

べ　
現
在
、
広
野
公
民
館
（
酋
⑥
7

4
5
0
）
で
前
売
り
券
を
発
売
中
。

　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

月日 内　　　　　　　容

5/16
　出

●PM1 :00～1 :30
　　開　会　式
●PM1 :30～3:30

　　談話会（m演によるシンポジウム）

　　　　　　　　　　　　　　議長長野　俊雄さん
　　「住んでよかった我が地域」
　　　　　　　　　　宇治市公民館運営審議会委貝長

●PM7:00～9 :00

　　屋外コンサートなど　　　　コーラス・フィルハーモニーなど

5/17
　(日)

●AMIO:00～11 :30

　　記念講演会（文化講演）

　　　　　　　　　　京都堀川病院噸問早川　一光先生

　　　「明日では遅すぎる成人病対策』

　　　　痴呆からエイズまで、その対応と問題点

●PU1 :00～3 :30

　　サークル発表会

　　　　太極拳・日舞・詩吟・手話・エアロビクス

　　　　民謡･民舞･英会話･健康･謡曲･囲碁･扇舞

●PM7 :00～9:00

　　広野カーニバルなど

　　　　フォークダンス・歌謡（屋外ステージ）

　　子供まつり〈屋外：子供対象〉

5/18
　(月)

●AMIO:00-11 : 30
　　フォーラム（映画による討論会）

　　　　　　　　座長宇治幼稚園園長笠嶋　教瑞さん　　　　　「家庭教育を語る」世代間交流

●AM11:30～
　　閉　会　式

の
身
体
的
要
素
の
外
に
、
攻
撃

と
防
御
を
通
じ
て
の
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
も
重
要
。
野
球
と
同
様
に

。
見
せ
る
魅
力
的
要
素
も
強
く
、

い
つ
ま
で
も
興
味
の
尽
き
な
い

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
ル
ー
ー
ル
は
野
球

お
知

ら
せ

　
今
回
か
ら
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　
ご
承
知
の
ぷ
つ
に
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
野
球
に
大
変
よ
く
似

て
い
ま
す
。
し
ぶ
も
、
野
球
よ

昨
も
狭
い
場
所
で
行
う
こ
と
が

出
来
、
上
手
な
人
は
も
ち
ろ
ん
、

技
術
や
体
力
の
な
い
人
で
も
簡

単
に
楽
Ｌ
ゐ
る
こ
と
が
長
所
で

す
。
特
に
、
女
性
の
間
で
愛
好

w
ｅ
て
い
ま
す
。

　
投
げ
る
、
打
つ
、
走
る
な
ど

競技の見方

ソフトボール

　
宇
治
川
魚
釣
り
大
会

　
▼
と
き
・
：
５
月
召
晶
（
璽
大

決
行
）
▼
と
こ
う
・
・
宇
冶
川
一
帯

　
（
上
流
の
滋
賀
県
境
か
ら
下
流
の

隠
几
橋
ま
で
戦
謡
）
▼
参
加
受

け
付
け
・
：
事
前
＝
市
観
光
セ
ン
タ

ー
（
５
月
1
1
日
か
柾
百
、
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
、
当
日
＝
中
の
島

朝
霧
橋
畔
特
設
テ
ン
ト
内
と
京
阪

宇
治
駅
前
（
共
に
午
前
ｉ
時
Ａ

時
）
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
魚
の
持

ち
込
み
：
中
の
島
朝
霧
橋
畔
特
設

テ
ン
ト
内
（
午
後
１
時
～
１
時
）
▼

魚
種
・
・
・
ハ
エ
、
フ
ナ
、
マ
ジ
カ
な

ど
▼
審
査
基
準
・
・
ｉ
尾
の
長
寸
順

　
（
活
魚
に
限
る
）
、
同
寸
の
場
合
は

審
百
算
げ
付
け
順
▼
問
い
<
ｉ
ａ
ｃ
＾

・
：
市
観
光
協
会
（
≫
⑩
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
-
"
＊
'

へ
。
、
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

　
　
　
　
初
等
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
５
月
1
4
日
閑
か
ら
毎

週
木
曜
日
の
３
ヵ
月
間
。
時
間
は

午
前
1
0
時
～
正
午
と
午
後
７
時
～

９
時
の
い
ｆ
れ
か
選
択
▼
と
こ
ろ

・
：
宇
治
公
民
館
▼
受
講
料
・
・
・
三
千

円
（
教
材
費
込
み
）
▼
申
し
込
み
・
・

つ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
何
回
　
　
］
：
：
：
：
：
…
…
：
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀

か
に
分
け
て
お
話
し
ず
る
こ
と
　
　
一

に
し
季
］
。
今
回
は
、
競
技
場
　
　
一

（
国
体
規
格
）
に
つ
い
て
一
部
述

べ
て
み
毒
し
ょ
う
。

　
目
ホ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
か
ら
外

野
フ
ェ
ン
ス
ま
で
の
距
離
・
・
・
男

誰
に
も
愛
さ
れ
る

　
手
軽
さ
が
魅
力

と
似
て
い
て
も
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
（
内
野
）
の
広
さ
や
ボ
ー
ル
の

大
き
さ
、
バ
″
ト
の
太
さ
な
ど

は
違
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
野
球
と
異
な
る
主

な
ル
ー
ル
や
、
初
心
者
に
役
立

子
＝
六
八
・
五
八
μ
以
上
、
女

子
上
〈
〇
・
九
六
灯
鬘
。

　
■
投
手
の
投
球
距
離
・
：
男
子

上
四
・
〇
二
μ
、
女
子
上
二

・
一
九
μ
。

　
■
ベ
ー
ス
間
の
距
離
・
・
・
一
八

場技々．

―

―

―

自

１

１

１

・
二
九
び

　
投
手
板
の
前
縁
か
ら
は
、
・
半

径
二
・
四
四
μ
の
円
が
描
か
れ

光化学スモッグ

監視体制に

市
島
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
心
一
・
中
村
Ｅ

出
男
さ
ん
（
豊
⑩
2
0
4
7
）
へ
。

講
翼
初
日
に
欠
蕩
で
舜
け
付

け
柔
す
。
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
油
絵
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
合
同
展

　
宇
治
・
木
幡
・
小
倉
・
広
野
公
民

館
の
四
館
で
、
油
絵
に
取
匯
組
む

六
サ
ー
ク
ル
の
合
同
展
で
す
。

　
▼
と
き
…
５
月
召
品
Ｔ
助
一
日

面
、
午
前
1
0
時
～
午
後
５
時
（
2
4

日
は
午
後
４
時
ま
で
）
▼
と
こ
ろ

・
・
・
中
央
公
民
館
展
示
隻
壁
▼
主

催
・
・
・
第
１
回
公
民
館
油
絵
サ
ー
ク

ル
合
同
展
実
行
委
員
心
一
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
春
の
山
野
草
・
園
芸
植
物
展

　
　
出
展
募
集

　
五
月
二
十
三
日
出
と
二
十
四
日

－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
―
―
Ｍ

　
　
　
　
　
　
　
｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

１
１
１
自
－
１
１
自
自
自
自
－
－
－
－
ｓ
Ｉ
―
－
ａ
ａ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
一
一

て
い
求
ｙ
。
次
回
は
、
投
手
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
国
体
事
務
局
）

　
夏
が
近
付
き
、
光
化
学
ス
モ
″

グ
が
発
俳
に
‥
弔
す
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
既
に
府
と
本
市
で
は
、

光
化
学
ス
モ
″
グ
の
監
裸
体
制
に

人
つ
て
い
未
了
。

　
昨
年
、
市
内
で
は
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
注
意
報
が
三
回
発
令
。
注
意

報
や
警
報
が
発
令
芦
れ
る
と
、
学

校
や
幼
稚
園
な
ど
の
公
共
施
設
に

琲
れ
幕
忿
爾
げ
る
外
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
で
お
知
ら
せ
Ｌ
ぶ
ヂ
。

聞
に
開
ぐ
、
山
野
草
や
園
芸
植
物

の
展
示
会
へ
の
出
展
募
集
藍
行
い

ま
す
。

　
▼
出
展
物
・
山
野
草
、
園
芸
植

物
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
ア
マ
チ

ュ
ア
▼
申
し
込
み
・
問
営
Ｂ
せ

・
：
５
月
2
1
日
團
ま
で
に
木
幡
公
民

館
（
一
首
8
2
9
0
）
へ
▼
搬
入
・

搬
出
・
・
・
指
定
の
日
時
に
各
自
で
。

　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
市
営
プ
ー
ル

　
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　
▼
勤
務
・
・
・
７
月
1
1
日
出
～
８
月

3
1
R
聞
ま
で
、
黄
栞
ま
た
は
西
宇

治
公
園
プ
ー
ル
▼
賃
金
・
・
・
Ｌ
時
間

に
つ
き
、
高
校
生
五
百
円
、
大
学

生
と
一
般
五
百
五
十
円
▼
対
象
・

人
員
・

‘
：
高
校
生
男
女
各
1
5
人
、
大

学
生
男
女
・
一
般
は
若
干
名
▼
資

格
・
・
・
高
校
生
は
２
年
牛
以
上
で
学

校
の
許
可
が
必
要
、
大
学
生
男
子

　
（
期
間
中
は
継
続
し
て
勤
務
出
来

る
こ
と
）
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
・
：
５
月
3
1
日
ま
で
に
黄
壁
公

園
管
理
事
務
所
（
五
ヶ
庄
三
番
割

　
・
容
⑩
1
9
0
5
）
へ
。
申
込
書
は

　
注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
、
目

が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
の
と
が
痛
む

時
に
は
、
洗
顔
や
う
が
い
ｔ
行
い
、

外
出
忿
控
え
る
と
共
に
最
寄
り
の

保
健
所
や
市
役
所
へ
ご
連
絡
匁

　
ま
た
、
注
意
報
な
ど
の
発
令
時

に
は
、
自
動
車
の
運
転
、
ガ
ソ
リ

ン
な
ど
の
補
給
作
業
も
出
来
る
だ

け
控
え
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
保
全
課
）

同
事
務
所
ま
で
。
（
市
民
体
育
課
）

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
　
　
初
心
者
講
習
会

　
Ａ
Ｗ
ｏ
-
i
c
i
n
＊
-
7
日
即
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公

民
館
▼
内
容
・
・
・
基
本
ス
テ
ッ
プ
な

ど
▼
参
加
費
…
五
百
円
▼
持
参
品

・
：
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
か
ゴ
ム
底
の

靴
▼
申
し
込
み
・
：
当
日
直
接
会
場

へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
岡
村
光
芳
さ

ん
（
豊
⑩
4
3
4
3
）
へ
。
▼
主
催

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
▼
と
孝
・
・
６
月
７
日
㈲
、
午
前

９
時
▼
と
こ
ろ
…
木
幡
中
学
校

　
（
圃
大
時
は
同
校
体
育
館
）
▼
種

目
・
・
・
車
い
す
の
ス
ラ
ロ
ト
ム
、
障

害
急
歩
な
べ
障
害
の
程
度
に
５

じ
た
競
技
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
・
：
５
月
2
2
日
吻
ま
で
に
市
民

体
育
課
へ
。
　
（
市
民
体
育
課
）

　
消
費
生
活
講
座

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
右
下
表
の
と

お
り
▼
と
こ
ろ
…
市
産
業
心
一
館

市
民
茶
摘
み
の
集
い

　　至大久保-･

『

ノ
溺
劃
司

消
費
生
活
講
座
の
日
程
表

とき 内　　　　容 講　　師

5/19
　図

;?4

g

l:l

当地方における冠婚葬祭の儀
式作法としきたり　パートI

儀式作法研究会代表
　岩　上　　力さん

5ぷ1 当地方における冠婚葬祭の儀
式作法としきたり　パートII

5/26
　(火)

住まいの清潔
　　～害虫の対策～

京都府衛生公害研究所
　足立雅彦技師

5/28
　休

ナウいファッション着てみたけれど
　～衣料品のトラブルを考える～

消費科学研究所
　西村淳美さん

６／２

　(火
知らずに狽をしていませんか

　　～わか家の節税大作戦～
税理士

　片　岡憲男さん

（
宇
詣
碧
聡
の
1
3
）
３
階
第
１
研

修
室
▼
定
員
…
5
0
人
（
先
着
順
）
▼

受
講
料
・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み
・
問

い
４
Ｄ
４
Ｊ
＊
'
-
：
商
工
観
光
課
（
豊
＠

3
1
4
1
）
へ
▼
当
日
、
保
育
室
の

準
備
有
り
。
　
（
商
工
観
光
課
）

　
婦
人
技
術
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
１
日
卯
か
･
m

週
月
・
水
・
金
の
2
1
日
間
（
６
月

1
7
日
・
７
月
1
5
日
は
除
ぐ
）
、
午
前

９
壁
Ｔ
午
後
３
時
半
▼
と
こ
ろ

…
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
・
・
・
初
級
和
裁
▼
対
象
・
・
就

業
公
価
ず
る
主
婦
・
寡
婦
な
ど

▼
定
員
・
・
・
1
6
人
▼
受
講
料
・
：
無
料

（
教
材
費
別
）
▼
申
し
込
み
…
５
月

1
1
日
側
か
核
　
　
日
側
ま
ｆ
ｊ
に
印
鑑
’

を
痔
っ
て
府
宏
撮
興
局
総
務
課

（
豊
⑩
2
9
7
0
）
ま
た
は
市
役
所

交
通
労
政
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ

▼
五
月
二
十
一
日
の
面
接
後
、
受

講
者
か
長
男
　
（
交
通
労
政
課
）

5月17日(日)午前11時～午後1時（雨

天中止）

茶業センター内茶園

　　　　　　　(宇治折居25)

軽自動車税

身体障害者の

　　　　減免申請

　
軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日

現
在
の
軽
自
動
車
等
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
ず
。
四
月
二
日

以
後
に
廃
車
や
譲
誓
存
っ
て

も
、
六
十
二
年
度
分
は
元
の
所

有
者
に
か
か
り
ま
ず
。

　
軽
自
動
車
税
に
は
、
身
体
障

害
者
な
ど
の
た
め
の
減
免
制
度

が
あ
皇
子
。
減
免
は
、
次
の

い
ず
れ
か
に
藍
９
　
る
握
に
、

一
台
に
限
旦
汗
る
こ
と
が
出

来
手
。

　
①
そ
の
構
造
が
専
ら
身
体
障

害
者
等
の
利
用
に
供
す
る
た
め

の
も
の
②
身
体
障
害
者
、
精
神

薄
弱
者
の
所
有
す
る
も
の
（
1
8

歳
末
満
の
身
体
障
害
者
、
ま
た

は
精
神
薄
弱
者
の
場
合
、
生
計

を
一
に
す
る
人
が
所
有
す
る
も

の
も
含
む
）
③
身
体
障
害
者
等

と
生
計
を
一
に
す
る
人
が
所
有

す
る
軽
自
動
車
等
で
、
専
ら
身

体
障
害
者
等
の
通
学
・
通
院
・
生

業
の
た
め
に
運
転
す
る
も
の
。

　
減
免
申
請
の
手
続
き
に
は
、

次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

　
▼
減
免
申
請
書
（
市
民
税
課

所
定
）
▼
４
体
障
害
者
手
帳
（
戦

傷
者
壬
眼
、
療
育
手
帳
で
も
可
）

▼
運
転
免
許
証
▼
印
鑑
▼
納
付

書
。

　
申
請
期
限
は
納
期
限
（
六
月

一
日
）
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
障
害
の
程
度
に
よ
っ

て
は
対
象
と
な
兌
肪
場
合
が

あ
り
ま
ず
。
詳
に
て
は
、
市
民

税
課
（
雲
⑩
3
1
4
1
）
へ
。
ま

た
、
今
年
度
か
ら
納
税
通
知
書

の
用
紙
が
変
わ
り
毒
ｆ
ｙ
。
ご
注

音
で
だ
さ
い
。
　
（
市
民
税
課
）

春
の

全
国
交
通
安
全
運
動

5
月
1
1
日
～
2
0
日

　
５
月
1
1
日
側
か
ら
「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
即
が
展
開
さ

れ
未
了
。
市
と
交
通
安
全
対
策

協
議
会
で
は
、
本
年
度
の
重
点

目
標
と
し
て
①
早
と
ｙ
嵩
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
②
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
″
卜
の
正
し

い
着
用
の
徹
底
③
若
年
運
転
者

の
無
謀
運
転
の
追
放
１
の
三
つ

を
軸
と
し
て
、
運
動
か
通
め
て

行
者
禾
ｙ
。

　
昨
年
の
事
故
発
生
状
況
は
、

市
内
で
は
件
数
、
負
傷
者
数
共

に
減
少
。
死
者
数
は
蔡
嘉
向

忿
不
す
も
の
の
、
六
十
二
年
一

月
以
降
既
に
五
人
に
。
六
十
一

年
一
年
間
の
死
者
数
（
八
人
）
に

早
く
も
近
付
い
て
い
ま
ず
。

　
事
故
防
止
の
た
め
、
一
人
ひ

と
ぴ
が
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と

思
い
や
り
の
あ
る
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
春
の
交
通

安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
宇

治
警
察
署
の
協
力
を
得
て
、
次

の
よ
ラ
な
催
し
侭
こ
い
康
ｙ
。

　
〈
交
通
安
全
早
朝
啓
蒙
〉
・
：
５

月
１
１
Ｈ
§
、
午
前
７
時
～
８
時

半
、
京
阪
宇
治
・
木
幡
・
近
鉄
小

倉
・
大
久
保
各
駅
〈
交
通
安
全

の
誓
い
・
風
船
上
げ
〉
…
５
月

1
5
日
岡
伊
勢
田
小
学
校
〈
高

齢
者
交
通
安
全
大
会
〉
…
５
月

1
6
日
出
、
午
後
１
時
半
ト
３
時

半
、
総
合
福
祉
会
館
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

728

5
月
1
6
日

　
～
1
8
日

国体
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